
地域協働研究教育センター客員研究員の招聘に際して

地域協働研究教育センター客員研究員の招聘について、下記のフローをご参照ください。

（１）

（２）

（３）

（４）

※客員教員の招聘は、共同研究の期間内であれば、年度途中でも可能といたします。

※客員教員の招聘手続きの際、後掲の資料をフィールドリサーチオフィスまで提出ください（期日等はお問合せください）。

○京都文教大学地域協働研究教育センター客員研究員内規

(目的)

第 1 条 この内規は、京都文教大学地域協働研究教育センター(以下「地域センター」という。)における研究プロジェクト等

の推進、充実をはかるため、本学以外の大学、研究機関等の研究者を、地域センター規程第9条2項に定める客員研究員とし

て委嘱するために必要な事項を定める。

(申請手続)

第2条 研究プロジェクトの研究活動に参加させるため、客員研究員を委嘱しようとするときは、地域センター会議の議を経

てセンター長より学長に、客員研究員申請書を提出しなければならない。

2 申請書には委嘱の目的、期間、客員研究員としての処遇等、委嘱にあたり必要な事項を記載しなければならない。

(委嘱)

第3条 学長は大学運営会議の議を経て、当該の客員研究員を委嘱する。

(成果の公表)

第4条 客員研究員は、研究員申請書にある研究課題に基づき研究を行い、その成果を公表するものとする。

(処遇)

第5条 客員研究員としての処遇については、その目的等を勘案し、地域センター会議、大学運営会議の議を経て、学長が定

めるものとする。

2 客員研究員は、本学の施設、設備について、定められた利用手続に従って利用できる。

3 客員研究員の研究活動に伴う費用のうち、センター長が認めた費用は、地域センターが負担する。なお、旅費の支給基準

は「学校法人京都文教学園旅費規程」を準用し、別表ⅠおよびⅢについては4号を適用する。

(委嘱期間)

第6条 客員研究員の受入れ期間は、研究プロジェクトの実施期間内とする。

(改廃)

第7条 この内規の改廃は、地域センター会議、大学運営会議の議を経て、学長の決裁により行う。

附 則

この内規は平成26年4月1日から施行する。

共同研究内で、客員研究員の招聘について審議。

共同研究内において承認後、センター会議にて諮る。

【提出資料】

①京都文教大学地域協働研究教育センター「客員研究員」申請に係る理由書 ②客員研究員履歴書 ③活動・研究業績

運営会議において承認後、「客員研究員就任承諾書」「委嘱状」等の手続きを経て、客員研究員の招聘手続きを完了と

する。

センター会議において承認後、運営会議にて諮る。

【提出資料】

①京都文教大学地域協働研究教育センター「客員研究員」申請書



２０１４年 月 日

京都文教大学地域協働研究教育センター長殿

研究代表者

京都文教大学●●学部

●● ●● 印

京都文教大学地域協働研究教育センター「客員研究員」申請に係る理由書

下記のものを、地域協働研究教育センター客員研究員として受け入れるため、このたび申請を行いま

したが、以下その理由について説明いたします。

氏 名 文教 京子 現 職 株式会社ブンキョウ ●●事業部

当ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける

個人研究課題

ex.「宇治における地域福祉と教育支援」、「こころのケアと地域ネットワーク」、

「メディア学と観光人材育成」

共同研究

プロジェクト名
●●●●●

研究期間 ２０１４ 年 ● 月 ● 日 ～ ２０１● 年 ● 月 ● 日

申請理由



【記入例】客員研究員履歴書 No.

※年号はすべて西暦でご記入ください （ 年 月 日現在）

ﾌﾘｶﾞﾅ ブンキョウ キョウコ

印
男

女

外国人教員の

翻訳者署名

氏 名

姓

文教

名

京子

写 真 貼 付

4 ㎝×3 ㎝

西暦 １９●●年 ●●月 ●●日生 ●●歳

本籍地 都道

府県

ﾌﾘｶﾞﾅ ウジシマキシマチョウセンソク ＴＥＬ

現住所
〒611-0041

宇治市槇島町千足８０

0774－●●－

●●●●

学 歴 ［高等学校入学以降を記入し(入学・編入学)(卒業・修了・退学)等を区分してください］

19●●年●月●日 入学・編入学

19●●年●月●日 ●●市立●●高等学校 卒業・修了・退学

19●●年●月●日 入学・編入学

19●●年●月●日 ●●●大学▲▲学部××××学科 卒業・修了・退学

年 月 日 入学・編入学

年 月 日 卒業・修了・退学

年 月 日 入学・編入学

年 月 日 卒業・修了・退学

年 月 日 入学・編入学

年 月 日 卒業・修了・退学

年 月 日 （新制大学院修士課程・前期課程） 入学・編入学

年 月 日 ●●●●大学大学院 ●●●●●研究科 ●●●●専攻 卒業・修了・退学

年 月 日 （博士課程・後期課程） 入学・編入学

年 月 日 専攻 卒業・修了・退学

博 士 学 位 取得学位名 受領大学
受領年月日

年 月 日

職 歴 ［職歴異動の場合は入社・退社、および身分・資格等を記入してください］

19●●年●月 ●日 株式会社ブンキョウ 入社

年 月 日

年 月 日

年 月 日

現 職 株式会社ブンキョウ ●●事業部

専攻分野
●●●学

京都文教大学

京都



氏名 文教 京子 No.

【記入例】活動・研究業績
［活動・修士論文・博士論文・著書・論文・その他（学会発表等）の順に記入してください］

活動名 活動期間 活動場所

●●●●地区民生児童委員 2002 年 4 月～2004 年 3 月 宇治市

●●連合自治会会長 2006 年 4 月～2008 年月 宇治市

●●フェスティバル実行委員長 2013 年 5 月～2014 年 3 月 京都市伏見区

修論･博論･著書･

論文･学会発表等の別
題名

発行又は

発表年月

発行所又は

発表場所
掲載誌名等

修論 「●●●●●●●●●●●●●●●●●」 19●●年 5月 ●●●●大学

大学院●●●

●●研究科

『▲▲▲▲』

論文 「●●●●●●●●●●●」 20●●年 9月 ●●●●●● 『▲▲▲▲』

学会発表 「●●●●●●●●●●●」 20●●年 7月 ●●●●●● 『▲▲▲▲』

京都文教大学


